
政策研究の具現化へ向けて

シンクタンク神奈川では、平成 23 年度に４つの政策研究を実施した。
その概要を紹介したうえで、政策研究を実際の政策に具現化するために
はどうしたらよいか、それぞれのテーマに知見の深い有識者の方からコ
メントをいただいた。

「神奈川県における若年層のフリーターの実態に関する研究」
コメント：東京大学大学院情報学環教授・佐藤　博樹

「墓地に関する政策研究」
コメント：上智大学法科大学院教授・北村　喜宣

「県の政策研究機能強化のための外部機関との連携についての研究」
コメント：学習院大学法学部教授・伊藤　修一郎

「広聴のあり方に関する調査・研究」
コメント：事業構想大学院大学副学長、日本広報学会副会長・上野　征洋

－－平成23年度シンクタンク神奈川研究報告－－

※なお、上記4つの研究報告書の全文を、http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7282/p221070.html
　に掲載しています。




